今日の格言

「対面 (たいめん)同席 (どうせき)五百生 (ごひゃくしょう)」

この言葉は仏教から来る言葉です。
意味は言葉そのまま、対面したり同席したりする人は過去 (かこ)世 (せ)で５００回は関わりを持っているというもの。縁を大切にするほど、良い出会いに恵まれると思います。
この言葉に近いことわざで、「袖 (そで)振 (ふ)り合うも多生 (たしょう)の縁 (えん)」という言葉があります。意味は、知らない人とたまたま道で袖が触れ合うようなちょっとしたことも、前世からの深い因縁 (いんねん)であるということ。
この二つの言葉を考えると、「出会い」は、「偶然 (ぐうぜん)」にあるものではなく、「必然 (ひつぜん)」であると言うことです。本郷小で出会う人は、過去の人生で何回も合っているとうことです。
６年１組のクラスメイトはどうでしょう？もはや家族 (かぞく)同然 (どうぜん)の関係だったかもしれません。クラスメイトに出会えたことを大切にして、これからの人生でも出会う人を大切にしましょう！
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